Microsoft IMEに関するキー操作
Microsoft IME（以後IMEと表示）はマイクロソフト社の日本語変換ソフトです。
意図としないキー操作により、変換モードが変更されることもありますので、キー操作について紹介します。

	目的
	キー操作

	日本語入力を入れたり切ったりする
	半角/全角 キー

	MS-IME に関するメニューを表示
	Ctrl＋変換 キー
Ctrl＋F10 キー

	入力モードを「ひらがな」から「全角カタカナ」→「半角カタカナ」→「ひらがな」と順番に変更　（変換中は、対象文字について変換）
	無変換 キー

	入力モードを「ひらがな」から「半角英数」→「ひらがな」と交互に変更
	CapsLock キー

	入力モードが「ひらがな」以外になっている時に「ひらがな」にする
	カタカナ/ひらがな キー

	変換モードを「ローマ字入力」から「かな入力」。　「かな入力」から「ローマ字入力」と変更
※この変更をAlt＋カタカナ/ひらがな キーで行った場合、言語バーで「KANA」をクリックしての変更はできません。 再度 、Alt＋カタカナ/ひらがな キーで変更するか、IME のプロパティで変更してください。
	Alt＋カタカナ/ひらがな キー もしくは、
Ctrl＋Shift＋カタカナ/ひらがな キー 

	記号を入力したい
	きごう と打ってから F5 キー

	最後に確定した文節を再変換したい
	変換 キー

	選択した文字列を再変換したい
	再変換したい文字列を選択後、変換キー

	確実にひらがなに変換したい
	F6 キー

	全角のカタカナに変換したい
	F7 キー

	半角のカタカナに変換したい
	F8 キー

	全角のアルファベットに変換したい
	F9 キー

	半角のアルファベットに変換したい
	F10 キー
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よく使う「Ｆ（ファンクション）キー」と使い方　（キーボード最上段にあるF1からF12のキー）
１．「Ｆ６」キー
”ひらがな”　に変換する。
続けて押していくと、先頭の文字から”全角カタカナ”に変わっていきます。
（最後の文字は”ひらがな”のまま繰り返します。）
	入力　⇒　変換
	[F6]　1回目
	[F6]　2回目
	[F6]　3回目
	F6]　4回目

	ふたば
	フたば
	フタば
	ふたば
	フたば



２．「Ｆ７」キー
”全角カタカナ”　に変換する。
続けて押していくと、最後の文字から”ひらがな”に変わっていく。
（最後の文字は”カタカナ”のまま繰り返す）　
	入力　⇒　変換
	[F7]　1回目
	[F7]　2回目
	[F7]　3回目
	[F7]　4回目

	ふたば
	フタバ
	フタば
	フたば
	フタバ


 ※）F6を一度クリックしてからF7キーをクリックしてください。　（自動学習による変換候補の抑制の為）

３．「Ｆ８」キー
前の状態を半角にする。（主に半角カタカナを入力する時に使う）
	入力　⇒　変換
	[F8]　1回目
	[F7]をクリック
	[F9]をクリック
	[F8]をクリック

	ふたば
	ﾌﾀﾊﾞ
	フタバ
	ｆｕｔａｂａ
	Futaba


 ※）F6を一度クリックしてからF8キーをクリックしてください。　（自動学習による変換候補の抑制の為）

４．「Ｆ９」キー
キーボードに表記してある、”全角英数字”に変換する。
続けて押していくと”全角小文字”→”全角大文字”→
先頭の１文字が”全角大文字”で以下は”全角小文字” →”全角大文字”→、と繰り返す。
	入力　⇒　変換
	[F9]　1回目
	[F9]　2回目
	[F9]　3回目

	ふたば
	ｆｕｔａｂａ
	ＦＵＴＡＢＡ
	Ｆｕｔａｂａ


 ※）F6を一度クリックしてからF9キーをクリックしてください。　（自動学習による変換候補の抑制の為）

５．「Ｆ１０」キー
キーボードに表記してある、”半角英数字”に変換する。
続けて押していくと”半角小文字”→”半角大文字”→
先頭の１文字が”半角大文字”で以下は”半角小文字” →”半角大文字”→、と繰り返す。
	入力　⇒　変換
	[F10]　1回目
	[F10]　2回目
	[F10]　3回目

	ふたば
	futaba
	FUTABA
	Futaba


 ※）F6を一度クリックしてからF10キーをクリックしてください。　（自動学習による変換候補の抑制の為）
 ※）全画面表示になった場合には、F11キーをクリックしてください。
